刊行の辞 by 黒田, 彰 et al.
黒
田　
彰
刊
行
の
辞
坂
井　
健
水
谷
隆
之
谷
口
博
子
さ
ん
は
、
平
成
三
十
年
六
月
十
一
日
に
、
病
の
た
め
急
逝
さ
れ
た
。
本
書
は
、
谷
口
さ
ん
の
学
位
請
求
論
文
で
あ
る
。
日
本
文
学
科
は
急
遽
そ
れ
を
、
今
年
の
十
一
月
三
十
日
に
刊
行
さ
れ
る
『
京
都
語
文
』
二
十
七
号
の
別
冊
と
し
て
公
刊
す
る
こ
と
に
し
た
。
以
下
、
そ
の
間
の
事
情
を
い
さ
さ
か
摘
記
し
て
刊
行
の
辞
に
代
え
た
い
（
黒
田
が
論
文
審
査
員
を
代
表
し
て
筆
を
執
っ
た
）。
谷
口
さ
ん
は
、
平
成
三
十
年
五
月
二
十
九
日
に
、
学
位
請
求
論
文
『
近
松
門
左
衛
門
作
浄
瑠
璃
の
研
究
』
を
大
学
に
提
出
さ
れ
た
。
そ
の
折
、
黒
田
の
研
究
室
に
挨
拶
に
来
ら
れ
、
結
局
そ
れ
が
彼
女
の
元
気
な
顔
を
見
る
最
後
の
機
会
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
三
十
日
付
の
メ
ー
ル
に
、
今
後
の
治
療
に
触
れ
て
、
で
も
頑
張
り
ま
す
。
先
生
の
お
言
葉
ど
お
り
、
こ
の
一
日
を
ど
う
過
ご
す
か
、
一
日
一
日
、
こ
の
こ
と
だ
け
を
考
え
て
頑
張
り
ま
す
。
本
は
〔
学
位
論
文
を
刊
行
す
る
こ
と
〕、
絶
対
に
諦
め
ま
せ
ん
。
出
版
ま
で
必
ず
こ
ぎ
つ
け
た
い
で
す
と
あ
り
、
こ
の
メ
ー
ル
が
黒
田
の
受
け
取
っ
た
最
後
の
メ
ー
ル
と
な
る
。
一
方
、
大
学
に
お
い
て
は
、
六
月
十
三
日
の
文
学
研
究
科
教
授
会
の
第
一
議
題
「【
通
学
課
程
】
博
士
の
学
位
請
求
論
文
〔
課
程
博
士
〕
の
受
理
（
平
成
30
年
９
月
修
了
予
定
者
）
に
つ
い
て
」
と
し
て
上
程
さ
れ
（
主
査
・
黒
田
彰
、
副
査
・
坂
井
健
、
副
査
・
水
谷
隆
之
〈
立
教
大
学
准
教
授
〉）、
受
理
は
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
の
審
議
で
、
急
逝
の
た
め
審
査
続
行
不
能
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
女
の
逝
去
は
、
受
理
の
二
日
前
の
事
で
あ
っ
た
。
彼
女
の
提
出
論
文
五
部
は
、
上
記
の
審
査
員
三
名
の
手
元
に
各
一
部
を
留
め
、
二
部
は
親
族
へ
返
却
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
私
共
審
査
員
一
同
は
、
彼
女
の
提
出
論
文
を
読
み
、
文
学
博
士
の
学
位
を
授
与
す
る
に
十
分
な
内
容
を
有
す
る
と
い
う
結
論
に
は
じ
め
に
本
論
文
は
、
延
宝
か
ら
享
保
年
間
に
か
け
て
浄
瑠
璃
・
歌
舞
伎
作
品
の
作
者
と
し
て
活
躍
し
た
近
松
門
左
衛
門
（
承
応
二
〔
一
六
五
三
〕
年
か
ら
享
保
九
〔
一
七
二
四
〕
年
）
の
浄
瑠
璃
に
つ
い
て
、
多
方
面
か
ら
分
析
し
、
考
究
し
た
も
の
で
あ
る
。
近
松
は
、「
作
者
の
氏
神
也
」（『
今
昔
操
年
代
記
』
享
保
十
二
〔
一
七
二
七
〕
年
西
沢
九
左
衛
門
刊
）
と
称
さ
れ
、
浄
瑠
璃
の
板
本
に
作
者
名
を
初
め
て
記
し
、
浄
瑠
璃
作
者
の
地
位
を
確
立
す
る
と
共
に
、
そ
の
詞
章
を
読
み
物
に
ま
で
高
め
た
人
物
で
あ
る
。
近
松
の
文
章
は
「
年
来
作
出
せ
る
浄
る
り
百
余
番
、
其
内
当
り
当
ら
ぬ
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
素
読
す
る
に
何
れ
か
悪
し
き
は
な
し
」（
前
掲
書
）、
ま
た
「
近
松
の
浄
る
り
本
を
百
冊
よ
む
時
は
、
習
は
ず
し
て
三
教
の
道
に
悟
り
を
開
き
、
上
一
人
よ
り
下
万
民
に
至
る
ま
で
、
人
情
を
貫
き
、
乾
坤
の
間
に
あ
ら
ゆ
る
事
、
森
羅
万
象
弁
へ
ざ
る
事
な
し
。
真
に
人
中
の
竜
と
も
い
ふ
べ
き
も
の
か
」（『
作
者
式
法
戯
財
録
』
享
和
元
〔
一
八
〇
一
〕）
な
ど
と
評
さ
れ
、
長
友
千
代
治
氏
は
「
操
り
芝
居
よ
り
も
高
く
評
価
さ
れ
」（『
近
世
上
方
浄
瑠
璃
本
出
版
の
研
究
』
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
九
年
）
る
と
述
べ
る
。
そ
し
て
「
今
作
者
と
云
る
ゝ
人
々
。
皆
近
松
の
い
き
か
た
を
手
本
と
し
書
き
綴
る
物
也
」（
前
掲
『
今
昔
操
年
代
記
』）
と
あ
る
よ
う
に
、
近
松
に
勝
る
浄
瑠
璃
作
者
は
い
な
い
。
読
む
読
者
を
も
獲
得
し
た
近
松
の
作
品
は
、
読
み
物
と
し
て
最
高
の
研
究
対
象
で
あ
り
、
そ
の
成
果
は
後
続
の
浄
瑠
璃
研
究
に
と
っ
て
も
多
く
の
示
唆
を
与
え
る
と
い
う
意
義
が
あ
る
。
特
に
時
代
物
は
世
話
物
以
降
、
近
松
の
現
実
社
会
を
鋭
く
見
つ
め
る
目
に
よ
っ
て
、
社
会
の
変
化
・
情
勢
な
ど
が
吸
い
上
げ
ら
れ
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
世
話
物
に
引
け
を
と
ら
ぬ
高
度
な
現
代
性
を
有
し
て
い
る
。
即
ち
近
松
の
本
領
は
、
時
代
物
に
こ
そ
発
揮
さ
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
時
代
物
の
研
究
は
、
未
だ
不
十
分
で
あ
る
。
以
上
の
認
識
の
も
と
本
研
究
は
時
代
物
を
取
り
上
げ
、
大
き
く
二
つ
の
方
法
に
よ
る
。
一
つ
目
は
、
一
つ
の
作
品
を
多
方
面
か
ら
分
析
・
考
究
し
、
作
品
を
総
合
的
に
理
解
す
る
方
法
で
あ
る
。
浄
瑠
璃
は
、
太
夫
・
三
味
線
・
人
形
と
い
う
三
位
一
体
の
演
劇
で
あ
り
、
能
・
歌
舞
伎
・
古
浄
瑠
璃
・
説
経
・
歌
謡
な
ど
の
多
様
な
周
辺
演
劇
を
取
り
込
ん
で
作
劇
さ
れ
る
。
ま
た
歌
舞
伎
と
異
な
り
正
本
が
存
在
し
、
さ
ら
に
は
劇
場
や
舞
台
、
人
形
操
法
な
ど
の
問
題
も
あ
る
。
読
み
物
と
し
て
研
究
す
る
場
合
も
小
説
と
異
な
り
、
そ
れ
ら
の
諸
要
素
を
含
ん
で
の
分
析
が
不
可
欠
で
あ
る
。
本
研
究
の
第
一
章
「
作
品
研
究
」、
第
二
章
「
浄
瑠
璃
と
草
双
紙
」、
第
三
章
「
舞
台
と
本
火
」
は
、
そ
の
視
点
に
た
つ
研
究
で
あ
る
。
二
つ
目
は
、
近
松
の
作
品
理
解
に
不
可
欠
の
、
近
松
の
芸
技
論
の
中
心
を
な
す
「
義
理
」
を
通
し
て
作
品
を
理
解
す
る
方
法
で
あ
る
。
第
四
章
「
近
松
の
義
理
」
が
該
当
す
る
。
以
上
の
観
点
か
ら
第
一
章
第
二
章
で
は
、
近
松
が
人
間
の
犯
す
〈
悪
〉
に
注
目
し
、〈
悪
〉
を
犯
す
人
間
へ
の
洞
察
を
深
め
た
と
さ
れ
る
最
晩
年
の
作
品
中
、
現
行
曲
で
は
な
い
も
の
の
、
当
時
高
い
人
気
を
博
し
た
と
想
定
さ
れ
る
享
保
六
（
一
七
二
一
）
年
二
月
二
十
六
日
大
坂
竹
本
座
初
演
の
『
津
国
女
夫
池
』（
以
下
『
女
夫
池
』）
を
取
り
上
げ
る
。
従
来
『
女
夫
池
』
に
つ
い
て
は
、
第
三
「
女
夫
並
び
の
池
」
の
場
面
に
お
け
る
文
次
兵
衛
の
悪
の
因
果
に
特
色
を
認
め
、「
近
松
晩
年
に
多
く
仕
組
ま
れ
た
悪
の
至
る
。
試
問
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
博
士
の
学
位
に
値
す
る
、
大
変
立
派
な
も
の
で
あ
っ
た
わ
け
で
、
谷
口
さ
ん
の
急
逝
は
、
惜
し
ん
で
惜
し
み
き
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
さ
て
、
日
本
文
学
科
に
お
い
て
は
、
彼
女
の
業
績
を
、『
京
都
語
文
』
の
別
冊
と
し
て
公
刊
、
世
に
問
う
こ
と
で
一
決
し
た
。
彼
女
の
業
績
は
、
決
し
て
彼
女
一
人
の
も
の
で
は
な
く
、
学
科
、
研
究
科
の
、
即
ち
、
佛
教
大
学
の
、
ま
た
、
学
界
の
優
れ
た
知
的
遺
産
に
他
な
ら
ず
、
放
置
す
る
に
は
余
り
に
貴
重
な
仕
事
だ
か
ら
で
あ
る
。
最
後
に
、
谷
口
博
子
さ
ん
の
経
歴
を
簡
単
に
記
し
て
お
く
。
谷
口
博
子
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
八
（
一
九
五
三
）
年
生
ま
れ
、
平
成
九
年
に
本
学
通
信
教
育
部
の
国
文
学
科
を
卒
業
後
、
平
成
十
八
年
に
本
学
通
信
課
程
の
大
学
院
博
士
課
程
へ
、
平
成
二
十
一
年
に
本
学
大
学
院
博
士
課
程
へ
進
み
、
平
成
二
十
九
年
に
満
期
退
学
さ
れ
て
い
る
。
本
学
に
お
い
て
は
、
長
友
千
代
治
氏
、
水
谷
隆
之
氏
に
師
事
し
、
水
谷
氏
が
立
教
大
学
へ
転
出
さ
れ
た
際
、
黒
田
が
指
導
を
受
け
継
い
だ
。
そ
の
間
、
看
護
師
を
務
め
な
が
ら
、
近
松
門
左
衛
門
の
浄
瑠
璃
作
品
を
、
終
始
変
わ
ら
ぬ
テ
ー
マ
に
研
究
を
続
け
、
平
成
二
十
七
年
に
は
、
看
護
師
を
辞
し
て
、
学
問
一
筋
に
打
ち
込
ん
だ
。
そ
し
て
、
平
成
三
十
年
五
月
に
学
位
論
文
提
出
に
至
っ
た
経
緯
は
、
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
谷
口
さ
ん
の
研
究
歴
に
つ
い
て
は
、
本
書
巻
末
の
初
出
一
覧
を
も
っ
て
そ
れ
に
代
え
た
い
。
令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年
十
一
月
付
記本
書
の
公
刊
に
際
し
、
大
学
院
専
攻
主
任
の
有
田
和
臣
先
生
に
は
、
一
方
な
ら
ぬ
心
遣
い
を
賜
っ
た
。
ま
た
、
加
藤
邦
彦
先
生
に
は
、
印
刷
製
本
上
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
審
査
員
を
代
表
し
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
本
書
を
故
谷
口
博
子
さ
ん
の
霊
前
に
捧
げ
る
。
